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海・小河川・道の略図が描かれ、四角く囲んだ主家らし

きものを本戸と寄留者に分けて描き、寄留者には職業な

ども記号化して示している。また、小屋・余間・井戸・

墓地・寺社を示し、べェー・畑などを含めて模式的に示

している。現地の観察や聞き取りを元に作成されたもの

と思われるが、よく出来た集落図である。しかし、模式

図が描かれるのみで、残念ながら、図をもとにした分析

はあまりなされていない。

その後も集落図は集落の骨格を把握する有効な手法だ

と判断されたとみられ、鰐浦調査ではたびたび九学会連

合の調査の図をもとに、ほぼ同様な集落図が作成されて

いる 3。また、九学会連合調査以降に対馬で独自に行わ

れた調査 4でも集落図が作成されている。対馬において

は民俗誌調査のなかに集落図作成が定着しているようだ。

一方、九学会連合が実施したその後の能登調査や下北

調査などでは集落図が作成されることはない。九学会連

合の調査のなかではなぜか受け継がれることがなかった

ようだ。

集落図の作成は、実測し精度の高い図を作成するにせ

よ、観察・聞き取りなどによりある程度模式化された図

を作成するにせよ、極めて手間隙のかかる作業を伴う。

にもかかわらず、集落図を利用する方法論がいまだに曖

昧なために、積極的に活用されていないのであろう。

図２　鰐浦新公図
縮尺１/500 の精度の高い実測図。地番が記入されるだけで、地目などの記入はない。

図３　鰐浦旧公図
中央が「全図」、上の図が「在所陽」の小字図、下が「在所陰」の小字図。本来、両小字図は齟齬なく接続するはずだが、うまく接続しない。旧公図は実測図で

ないためである。地図としては新公図はど精度は高くないが、地目別に色分けされるなど情報量は多い。

地籍図（公図）

集落図に近い資料に地籍図 (公図 )がある。土地に刻

まれた歴史の解読に有効な公図が、九学会調査ばかりで

なく、以降の調査においても、なぜか対馬の調査ではほ

とんど使われていない。

鰐浦を例に以下にその公図を見てみよう。鰐浦の公図

は大きく分けて新旧２種がある。最新の公図は測図と称

され、1996年の実測調査をもとに縮尺1/500で描か

れている (図２)。一方、旧公図は作成年代が必ずしも明

らかでないが、明治期の絵図が元になっていると思われ

る 5。新公図のように実測をもとに作成された図ではな

く、地図としては精度が落ちるが、地目別に色分けされ、

相対的位置関係などは信頼できる (図３)。また、新旧

ふたつの公図の間には、旧公図の変更箇所を部分的に修

正した副図と称される図が数枚作成されている。これら

によって土地の推移を時系列に追うことも可能である。

紙面の都合上、海沿いのベェーおよび小屋群の部分に

限って新旧公図を比較してみる。旧公図では該当部分は

当初から地目は宅地で、比較的大きないくつかの区画で

区切られていることがわかる。一方、新公図を見ると小

屋群部分は小屋ごとに区画が細分化され、ベェー部分も

各戸の持分ごとに分けられているようだ。かつて集落の

共有地であったベェーや小屋の敷地が個人の所有に変

わったであろうことが読み取れる。新旧ふたつの公図を

比較するだけでも、以上のような点が確認できるのである。

おわりに

「持続と変容の実態の研究─対馬60年を事例として」

では、九学会連合の調査による集落図をはじめとする情

報に新旧の公図や土地台帳・登記簿をあわせることに

よって、実りある成果を上げたいものと考えている。
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第二回対馬調査報告書

磯貝奈津子（神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科　博士後期課程 1年）

2009年 3月17日から21日までの5日間、第二回

対馬調査を行った。今回の調査の目的は、対馬各地域の

地籍図や行政データを集めることであった。あらかじめ

調査地点を大まかに、鰐浦・志多留・木坂・廻・豆酘・

鴨居瀬・厳原と決め、それぞれの地区についての情報や

データを、市役所、旧町役場（現地域活性センター）、

また図書館にて収集する計画を立てた。

まず、調査初日に厳原の対馬市役所へ行き、建設部管

理課にて「旧厳原町道路図」を閲覧した。これは、厳原

旧城下町の絵地図を撮影・プリントアウトしたものであ

る。また、CD-ROM「対馬市庁管内基本図・林班及び

正射図」（厳原町、　平成15年5月対馬市庁林業部森林

土木課扇精光）を見せていただいた。これは、森林基本

図に林班、空中写真を落とし込んだデータである。今回

は閲覧しか叶わなかったが、今後の活動のために是非と

も入手したい資料であった。

続いて訪ねた法務局対馬支局では、新しい地籍図を閲

覧・複写及び撮影できたため、翌18日もかけて鰐浦・

木坂・廻・志多留・峰分の閲覧を申請、撮影・複写を行っ

た。この日はその後、厳原から途中、阿連、豊玉を通り、

比田勝まで移動した。

19日、上対馬地域活性センターに赴き、旧上対馬調

整要覧について尋ねたが保存版はなかった。但し、鰐浦

の家屋台帳を申請すれば閲覧できることが分かった。そ

の後、鰐浦地区を見学し地区全景を撮影してから、上県

地域活性センターへ向かった。ここでは、旧町時代の町

政要覧を閲覧することができた。また、志多留の家屋台

帳閲覧についても、先と同様、申請すれば可能というこ
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とだった。午後、峰地域活性センターで、峰町の町政要

覧を閲覧、また、「峰町略集成写真図」（平成4年7500

分の1）の一部を撮影した。

この日は最後に佐須の出張所（旧佐須村役場）を訪ね、

初日に依頼しておいた阿連の旧土地台帳を閲覧した。こ

の土地台帳は、最も古い登記年が昭和30年代であった。

出張所の前身である旧佐須村役場が昭和31年に火事で

焼失したことが関係するのか、また、この台帳に関連す

る旧村役場書類の所在も不明であり、阿連の旧・現地籍

図と旧土地台帳の照合は困難であることが分かった。今

後、入手した地籍図を整理し、改めて旧土地台帳との照

合を行うことが課題のひとつとなった。豆酘へ移動し、

翌20日、竜良山を登り、表八丁郭、豆酘崎を見学した。

最終日は、豆酘の集落を散策するとともに、主藤家の

家屋を見学させていただいた。その後厳原に移動し、県

立博物館を見学した。

今回の調査で閲覧、入手したものは以下になる。地籍

図など対馬の基礎的な資料の存在を確認でき、調査の目

的を果たしたことはもちろんだが、今後の研究のため、

また次回の調査に向けても、非常に大きな収穫を得るこ

とができた。

（1）書籍�

①�豊玉町役場総務課『広報とよたま　縮刷版』第一巻　

松古堂印刷株式会社　平成13年�

②�豊玉町役場総務課『広報とよたま　縮刷版』第二巻　

松古堂印刷株式会社　平成15年�

③�豊玉町役場総務課『広報とよたま　縮刷版』第三巻　

松古堂印刷株式会社　平成16年�

④�豊玉町誌編纂委員会『豊玉町誌』豊玉町役場　㈱昭和

堂印刷　平成4年�

⑤�峰町誌編集員会『峰町誌』峰町　第一法規出版株式会

社　平成5年�

（2）資料�

①�対馬市役所「対馬市市勢要覧」平成18年　㈲オフィ

スわく　（二冊）�

②�豊玉町役場企画情報課編集「豊玉町町勢要覧」1998

年　㈱昭和堂印刷�

③�上県町役場総務課「’97上県町勢要覧」1997年　㈱

昭和堂印刷�

④�上対馬町役場総務課総務係「1999上対馬町町勢要覧」

1999年　㈱昭和堂印刷�

（3）その他�

①公図　法務局複写申請分�

②公図　法務局閲覧分�

③公図　対馬市庁税務課分（複写申請はしていない）�

公図　法務局複写申請分

字名 番号
豊玉町廻字廻 176
上県町志多留字茂 205
上県町志多留字瀬滝 273
峰町木坂字在家 281-1
峰町木坂字タカイノ口 247
上対馬町鰐浦字豊内河内 836-1
上対馬町鰐浦字在所陰 513-1
上対馬町鰐浦字在所陽 973-1

旧版公図　複写申請分

字名 番号
上対馬町鰐浦字在所陽 974-1
豊玉町廻字廻 176
上県町志多留字瀬滝 273
上県町志多留字茂 205
峰町木坂字在家 281-1
峰町木坂字タカイノ口 247
上対馬町鰐浦字豊内河内 836
上対馬町鰐浦字在所陰 513
厳原町阿連字久奈 187
厳原町阿連字大栗 240-1
厳原町阿連字軍明 344
厳原町阿連字湊 664-1
厳原町阿連字在家 366
厳原町阿連字在家 473-1
厳原町阿連字在家 631-1

町名 番号 調査年月 測図年月 縮尺
上県郡峰町 T55
上県郡峰町 U51 1995.9 1996.2 1：1000
上県郡峰町 C′25 1996.9 1997.2 1：1000
上県郡峰町 U51 1995.9 1996.2 1：1000
上県郡峰町 C′25 1996.9 1997.2 1：1000
上県郡峰町 D′21 1996.9 1997.2 1：1000
上県郡峰町 D′21 1995.9 1996.2 1：1000
上県郡峰町 D11 1996.9 1997.2 1：1000
上県郡峰町 D′11 1995.9 1996.2 1：1000
上県郡峰町 D′11 不明 不明 1：1000
上県郡峰町 C′15 1996.9 1997.2 1：1000
上県郡峰町 C′15 1995.9 1996.2 1：1000
上県郡峰町 T55 1995.9 1996.2 1：1000
上県郡上対馬町 L12 － 4 1996.10 1997.2 1：500
上県郡上対馬町 L22 － 2 1996.10 1997.2 1：500
上県郡上対馬町 L22 － 4 1996.10 1997.2 1：500
上県郡上対馬町 L12 － 2 1996.10 1997.2 1：500
上県郡上対馬町 L13 － 1 1996.10 1997.2 1：500
上県郡上対馬町 L13 － 3 1996.10 1997.2 1：500
上県郡上対馬町 L23 － 1 1996.10 1997.2 1：500
上県郡上対馬町 L23 － 3 1996.10 1997.2 1：500

字名 番号 再製年月日 縮尺
下県郡厳原町阿連全体図
下県郡厳原町阿連全体図字在家（一） 縮尺なし
下県郡厳原町阿連全体図字在家（二） 18 1978.2.10 縮尺なし
下県郡厳原町阿連全体図字在家（三） 縮尺なし
下県郡厳原町阿連全体図字在家（四） 19 1978.2.10 縮尺なし
下県郡厳原町阿連全体図字軍明 17 1978.2.10 縮尺なし
下県郡厳原町阿連全体図字大栗 縮尺なし
下県郡厳原町阿連全体図字瀬戸原 縮尺なし
下県郡厳原町阿連全体図字湊 縮尺なし
下県郡厳原町阿連全体図字久奈 10 2.10 縮尺なし
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ハイデルベルグ大学の学際的
共同研究プログラムと大学院教育

金　貞我（非文字資料研究センター　研究員）

非文字資料研究センターの基幹研究の一つである研究

ネットワーク形成班は、21世紀COEプログラムの研

究成果を継承し、世界的な非文字資料研究の中心になる

ための研究ネットワーク形成を目指し、活動をつづけて

いる。その活動の一環として、去る1月と3月に、ネッ

トワーク形成班の研究メンバーが、韓国の国立民俗博物

館、フランスのパリ国立高等研究院およびリヨン第3

大学、そしてドイツのハイデルベルグ大学を訪れ、本学

の21世紀COEプログラムが達成した非文字資料研究

の実績を伝えるとともに、今後の研究ネットワーク形成

のための研究情報の交換および研究者の相互派遣など人

的交流の可能性について協議した。

なかでも、ドイツのハイデルベルグ大学では、極めて

ユニークな研究内容と大学院教育を展開する Karl 

Jasper 研究所を訪問し、これからの研究協力について

意見を交換した。Karl Jasper研究所は、ドイツ学術財

団およびドイツ科学研究協会の研究支援を受け、学際的

共同研究を行っているクラスターの研究拠点である。ド

イツのクラスター（Cluster of Excellence）は、日本

のCOE（Center of Excellence）プログラムに類似

する研究プログラムで、学際的に行われる研究への取り

組み方や組織、そしてクラスター研究理念に基づいたク

ラスター独自の大学院教育は注目すべきものであった。

今回の訪問に際して協議の場を設定してくださったの

は、東アジア研究センター・東アジア美術史研究所のメ

ラニー・トレーデ教授であった。トレーデ教授の細心な

配慮による日程設定のおかげで、短い訪問ではあったが、

所 長 の Madeleine Herren-Oesch 教 授、Martin 

Gieselmann大学院教育担当マネージャー、Christiane 

Brosius クラスター教授、データベース構築担当の

Matthias Arnold氏ら、クラスターの重要メンバーと

会い、クラスターの研究活動と大学院教育について詳細

な話を伺うことができた。ここでは、その内容を、ハイ

デルベルグ大学クラスターの研究活動と大学院教育を中

心に紹介することにしたい。

ハイデルベルグ大学のクラスターと
Karl Jasper 研究所

ハイデルベルグ大学は、ドイツ政府が卓越した研究と

教育を実践する大学を支援する「Initiative for 

Excellence」の助成をうけ、大学の研究環境や若手研

究者の養成、国際的競争力の強化、そして大学の知名度

を向上させる努力を続けてきた。さらに、その一環とし

て進められる「総合大学への潜在力の具現化

（Heidelberg: Realizing the Potential of a 

Comprehensive University）」（2012年まで継続され

るという）の研究支援を背景に、「古典的な大学」から「未

来型の総合的な大学」へと変貌を目指しているという。

ハイデルベルグ大学は、「Initiative for Excellence」

の研究助成として二つの研究プログラムが採択されたが、

その一つが、Karl Jasper研究所が推進している「グロー

バルコンテクストから再構築するアジアとヨーロッパの

文化交流（The Cluster on Asia and Europe in a 

Global Context: Shifting Asymmetries in Cultural 

Flows）」である。その研究が目指す目標は、アジアとヨー

ロッパの間に往来された文化の流れは、多くの場合に

ヨーロッパ史観の支配的立場から不均衡に捉えられてき

たとし、ヨーロッパやアジアの歴史、言語、文化遺産な

ど関連諸分野の多角的な研究のアプローチにより、従来

のヨーロッパ中心の視点から定義されてきた文化交流の

偏見を是正しようとするものである。その研究を推進す

るために、ハイデルベルグ大学のアジアとヨーロッパ関

連研究所がKarl Jasper 研究所を拠点として集結し、

異なる領域の専門家が同一の目標に向かって共同研究を

行っている。

幅広い研究活動を円滑に進めるために、Karl Jasper

研究所の他にもインドと中国に設けた研究支部があると

いうが、それらの海外研究拠点とともにKarl Jasper
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